
、英語
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学習内容を確実に身に付けることができるようにしましょう。
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北海道の公立高等学校においては、高校教育の質の確保・向上の観点から、基礎学力

の定着や学習意欲の喚起を促すＰＤＣＡサイクルの構築・確立に向けた、次の取組を実

施しています。

(1) 学力テスト（道教委独自）

生徒の学習内容の定着状況を把握し、各学校における指導方法等の工夫・改善を図

り、本道の高校生の学力向上を図ることを目的に平成26年度から実施しています。

また、令和元年度からは、「高校生のための学びの基礎診断」の測定ツールの一つ

とするため、難易度が異なる複数のレベルを引き続き設定するとともに、思考力・判

断力・表現力等を把握できる記述式問題の出題や、英語４技能を測定できる問題を設

定するなど、各学校における指導の工夫・改善に向けたＰＤＣＡサイクルの取組が一

層進められるようにしています。

○設定モデル

設定モデル名 対象と目的

コアアビリティモデル

選抜性のある大学への進学を希望する生徒を除く全ての生

（Ｃモデル）

徒を対象に、これからの時代に求められる資質・能力のうち、

教科に関わる基礎的基本的な学力（コアアビリティ）を身に

付けさせる。

選抜性のある大学（「大学入学共通テスト」を課す大学）
ベーシックモデル への進学を希望する生徒を対象に、当該大学への進学に必要
（Ｂモデル） とされる学力を身に付けさせる。

選抜性の高い大学（北海道大学、東北大学、東京大学、名

アドバンストモデル 古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学、医育大学など）

（Ａモデル） への進学を希望する生徒を対象に、当該大学への進学に必要

とされる学力を身に付けさせる。

○実施する教科

(2) 学習状況等調査（道教委独自）

高等学校第１学年（年次）を対象に各教科に関する興味・関心や学習意欲を測ると

ともに、家庭学習への取組状況を把握して、各学校における指導方法等の工夫・改善

を図ることを目的に実施しています。

５ 高等学校における学びの質の向上

【Ｃモデル】

国語、数学、英語

【Ｂモデル】

国語、数学、英語

【Ａモデル】

国語、数学、英語

＜高校生のための学びの基礎診断とは＞

各学校におけるカリキュラム・マネジメントの一環として、学習成果や課

題を把握し、その結果を教育課程や主体的・対話的で深い学びの視点からの

学習・指導方法の改善に生かすことを目的としている。
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主体的に学習に取り組む態度

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価

　各教科等における学習の過程を通した知識及び技能の
習得状況について評価を行うとともに、それらを既有の
知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で、他の
学習や生活の場面でも活用できる程度に概念等を理解し
たり、技能を習得したりしているかについても評価する
もの。

　各教科等の「主体的に学習に取り組む態度」に係る観
点の趣旨に照らして、知識及び技能を習得したり、思考
力、判断力、表現力等を身に付けたりするために、自ら
の学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤す
るなど自らの学習を調整しながら、学ぼうとしているか
どうかという意思的な側面を評価するもの。

　各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等
のために必要な思考力、判断力、表現力等を身に付けて
いるかを評価するもの。

３

＜小中学校＞

主体的に学習に取り組む態度

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価

　個別の知識及び技能の習得状況について評価する。そ
れらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりす
る中で、概念等として理解したり、技能を習得したりし
ているかについて評価するもの。

　知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等
を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で、自
らの学習を調整しようとしているかどうかを含めて評価す
るもの。

　各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等
のために必要な思考力、判断力、表現力等を身に付けて
いるかどうかを評価するもの。

＜高等学校＞
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＜自己評価カードの具体例＞

学習をふりかえろう 　自己評価のねらいを踏まえ、

○　学習内容にかかわること

○　学び方にかかわること

など、評価項目を工夫します。

　また、他者のよさに気付き、自分の

学習改善に生かすことができるように

することも大切です。

１　今日のかだいについて自分の考えをもつことができ
　　ましたか。

２　今日の勉強はよくわかりましたか。

３　今日の勉強でくふうしてとりくんだことを書きま
　　しょう。

４　友だちの考えでよかったことを書きましょう。

５　次の時間にがんばりたいことを書きましょう。

・できた

・あまりできなかった

・どちらかといえばできた

・まったくできなかった

・わかった

・あまりわからなかった

・どちらかといえばわかった

・まったくわからなかった

3年　組　名前（　　　　　　　　）

ため 児童生徒一人一人の学習の成立を促すための評価

という視点を一層重視することによって、教師自らの指導のねらいに応じて授業の中での

児童生徒の学びを振り返り、学習や指導の改善に生かしていくというサイクルが大切です。

　また、
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